
<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 ■ 現状維持

部

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

今年度から担当部署が変わり、高齢・障害課（高齢者支援係）、地域支援担当（地区支援担当、地域サ
ポート担当）の３係で連携しながら会議を企画・運営した。当初は地域包括支援センター等の関係機関
から「どこに相談したら良いか迷う」等、戸惑いの声も聞かれたが、会議を開催しグループワーク等の
回数を重ねることで顔の見える関係が構築でき、地域課題の共有やネットワークを構築することができ
た。

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

活動指標 高齢者に役立つ便利帳の更新 実績値 50

回

活動指標 認知症普及啓発ちらしの作成 実績値 1,400 枚

活動指標 主任ケアマネージャー支援ワーキングの開催 実績値 9

12 回

回

活動指標 健康フェスタ・認知症ワーキングの開催 実績値 6 回

活動指標 多摩区地域ケア推進会議の開催 実績値 4

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 多摩区地域包括支援センター連絡会議の開催 実績値

事業の概要

　地域包括ケアシステムの構築を目指して、高齢者が地域の中で安心して、継続して暮らせるよう、高
齢者の地域における課題の抽出や検討、また見守り体制及びネットワークを構築します。その他、地域
包括支援センターの運営にかかわる実務的な活動の協議とともに、情報共有を行ないます。
①地域包括支援センター連絡会議は、毎月１回、各地域包括支援センター職員と区役所（地域支援担
当、高齢・障害課）で情報共有、課題検討を行ない、地域包括支援センターの適正な運営を支援してい
きます。
②地域ケア推進会議は、地域ケア圏域会議等の報告や日頃の高齢者支援業務から見えてきた区内の地域
課題を発見し、その検討を通じて、関係機関のネットワークを構築するとともに、資源開発や地域づく
り、政策形成を図り、区内の地域包括ケアシステムを構築します。

実施根拠
（法令/要綱等）

介護保険法第115条の４８第1項、第２項　　地域支援事業実施要綱

201６年度の
取組内容・目標

●多摩区地域包括支援センター連絡会議の開催
●健康フェスタ・認知症ワーキングの開催（多摩区健康フェスタでの包括支援センターと介護予防に関
する普及啓発、認知症普及啓発チラシの作成、配布）
●主任ケアマネージャー支援ワーキングの開催（高齢者に役立つ便利帳の更新、主任ケアマネージャー
対象の研修実施に向けた検討）
●地域ケア推進会議の開催

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域包括支援センター連絡会議・地域ケア推進会議事業

事業所管課 地域支援担当 担当者名 正木 連絡先 66818
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区地域自立支援協議会

事業所管課 高齢・障害課 担当者名 根岸 連絡先 66623

事業の概要

 地域自立支援協議会は「障害の有無にかかわらず、国民が相互に人格と個性を尊重し安心して暮らすこ
とのできる地域社会の実現」「全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人
格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現」を目的として実施しています。法の89条に協議会の
設置が掲げられており、協議会は、関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域における障害者等
への支援体制に関する課題について情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の
実情に応じた体制の整備について協議を行うものとしています。
 これに基づき、多摩区地域自立支援協議会は、障害者と家族が地域で安心して生活できるよう、障害に
関する普及啓発、社会資源の開発、支援技術の向上に取り組みます。相談支援事業を始めとする地域の
障害福祉関係機関の連携の強化を目指します。地域課題に基づき、委員会を設置し、平成28年度は児
童、相談支援、広報、当事者の４つの委員会での活動を中心に行いながら、全体会議で情報共有を図っ
ています。
平成28～29年の目標を「さらに一歩！地域とのつながり連携深めよう！」と設定し、活動をしていま
す。

実施根拠
（法令/要綱等）

 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）89条
多摩区地域自立支援協議会設置運営要綱

201６年度の
取組内容・目標

平成28年度目標；地域でたくさんの人と知り合おう！
●児童委員会：障害児を支援している事業所の集いの開催。課題の抽出や情報交換が行われた。
●相談支援委員会：指定特定相談事業所の集いを開催。情報交換、顔の見える関係づくりを通して、区
内の相談支援体制の充実を図る。
●広報委員会：広報誌を年２回作成。普及啓発に向けた取り組みを実施。
●当事者委員会：バリアフリー調査を実施。バスの乗降車確認、施設へ訪問。
●課題整理ワーキング：課題整理票を取りまとめ、分類し、整理する。

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 全体会議の開催回数 実績値 12 6 6 回

回

活動指標 広報紙「たまネット」の作成／配布 実績値 8,500 10,000 8,500 枚

活動指標 委員会活動の実施回数（各委員会） 実績値 60 60 52

枚

　 実績値 枚

　 実績値

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

障害児を支援している事業所の集いでは、事業所同士で情報交換や連携を深めることができた。相談支
援事業所の集いも同様で、区内の相談支援の充実に向け、横のつながりを強化していきたい。
当事者委員会では、実際に地域に出る活動を行い、その記事を広報委員会が広報紙に載せ、町内会に全
戸回覧を行った。

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 ■ 現状維持
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

上記の補足事項

■ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

昨年に引き続き、小中学校へ講演会のチラシを配布したことで、今まで講演会の参加者にはいない層の
小中学校の保護者が多く集まった。そのことにより、精神保健に関する相談機関の存在や地域での取り
組みに関しての普及啓発につながった。こどものメンタルヘルスについての関心の高さも感じられた。

次年度の方針
■ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

枚

　 実績値 枚

実績値

12 回

人

活動指標 広報紙の作成／配布 実績値 7,000 16,100 15,000 枚

成果指標 講演会の参加者数 実績値 80 130 90

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 本会議、講演会部会、広報部会の回数 実績値 9 10

事業の概要

　平成14年度から「多摩区地域保健推進会議」を発足したのが始まりで、ストレス／メンタルヘルス関
連の問題に地域全体として取り組む必要性があるという共通認識のもと、精神保健福祉活動の関係機関
のネットワーク構築と地域における精神保健に関する課題の普及啓発／対策検討などを活動目的として
います。平成18年度からは「健康づくり推進会議」を経て、平成20年度からは現在の「多摩区精神保
健福祉連絡会議」として活動している。医療、保健、福祉、教育等の各分野からなる委員が、こころの
健康のための地域ネットワークを構築し、情報交換や交流を図りながら、地域の精神保健の課題を共有
するとともに課題解決に向けて、普及啓発を主とした講演会等の事業を開催しています。
　今年度は、昨年度からのテーマである「こどものメンタルヘルス」に関する内容を深めた形での講演
会を実施します。講演会を実施するうえで、効果的に行えるように講演会部会、広報部会を設置し、活
動します。
　精神保健の普及啓発については、障害に関する普及啓発を行う会議も設置されていることもあり、今
後本会議の見直しを諮る予定です。

実施根拠
（法令/要綱等）

精神保健福祉法、地域保健法

201６年度の
取組内容・目標

●児童・思春期におけるメンタルヘルスについての講演会を開催。【多摩区役所】
●講演会のチラシの裏に相談機関を掲載し、小中学校の全生徒、家庭数に配布
●事務局機能についての話し合いを実施

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区精神保健福祉連絡会議

事業所管課 高齢・障害課 担当者名 根岸 連絡先 66623
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

上記の補足事項

区内のひとり親世帯を対象にアンケート調査等を行う。各世帯の実情や傾向の分析結果を、会議内で共
有し、地域でできることを検討する。また、こども・子育て講演会等事業を統合し、地域のニーズに
あった催し等を実施する。

□ 事業手法・執行体制 ■ その他　）
■ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

●連携会議では、子育て支援に係る団体・機関及び行政等それぞれの役割の認知度が高まり、顔の見え
るつながりが強化されてきた。
●地域会議では、仮想の世帯をモデルにしたワークショップを行い、課題解決に向けた活発な意見交換
が行われた。

次年度の方針
■ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

枚

　 実績値 枚

　 実績値

3 回

回

　 実績値 回

活動指標 地域会議の開催 実績値 3 3 3

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 連携会議の開催 実績値 3 3

事業の概要

　区内のこども・子育てに係る関係機関・市民活動団体、行政等実施機関のネットワークを形成し、相
互の連絡調整機能の強化を図ります。
　地域の子育て支援団体や関係機関等と「多摩区こども総合支援連携会議」を開催し、区内の子育てに
係る課題の共有や施策事業の検討等を通して、合意形成のもと「多摩区こども総合支援基本方針」に基
づき、地域全体で子育て支援に取組む地域づくりを推進していきます。

実施根拠
（法令/要綱等）

多摩区こども総合支援連携会議設置要領

201６年度の
取組内容・目標

●地域全体で子育て支援に取組む地域づくりの推進
　多摩区こども総合支援連携会議３回開催
●地域会議の開催(３地区各１回)
　３地区に分けて、各地区の実務担当者の顔と名前が一致し、お互いの役割を認識し普段からつながれ
る関係づくり
●地域の子育て支援活動の情報発信

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区こども総合支援連携事業

事業所管課 地域ケア推進担当課 担当者名 伊藤 連絡先 66806
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

5

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区地域包括ケアシステム推進事業

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 澤野 連絡先 66804

事業の概要

　川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン及び第４期多摩区地域福祉計画の基本理念である「誰もが
住みなれた地域や望む場で、安心して暮らし続けし続けるために」を目指して、地域課題の把握や課題
解決に向けた取組を進めます。
　また、保健福祉活動を行う住民や団体が、地域福祉についての知識と意識を高め、行政や関係機関を
含め情報の共有や交流を図ることで、地域のつながりづくりに係る取組が、各地域に広がる土台づくり
を進めます。

実施根拠
（法令/要綱等）

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン
第４期市（区）地域福祉計画

201６年度の
取組内容・目標

●生田地区（かりがね台自治会地域）における、住民主体で地域課題や解決策を考え、実践するワーク
ショップや報告会の実施
●中野島地区における「中野島つながり愛プロジェクト」の実施
●区内の地域情報を集約した「地域資料」の作成
●「チーム・たま」と連携した市民公開講演会の開催

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標
生田地区（かりがね台自治会地域）における、ワーク
ショップや報告会の実施

実績値 4 回

日

活動指標
まち・人・くらしプロモーターキックオフ及び多世代
交流イベントの実施

実績値 2 回

活動指標
中野島つながり愛プロジェクト協議会及び作業部会の
開催

実績値 1 14

1 2 1 回

活動指標 区内の地域情報を集約した「地域資料」を作成 実績値 1

日実績値活動指標 まち・人・くらしプロモーター研修の実施

人

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

●生田地区の取組について、地域住民とワークショップや報告会を重ねることで、互いに顔見知りの関
係が深まり、活動に一体感が醸成されました。また、住民主体の新たな活動団体が組成され、地域課題
解決の取組に拍車がかかりました。
●中野島地区では、協議会で情報共有しながら「挨拶運動」や「まち・人・くらしプロモーター」と連
携した交流イベントを実施し、多世代支え合いの土台づくりを進めました。
●「チーム・たま」への運営支援を通して、医療・介護に従事するさまざまな職種の結び付きを深める
ことができました。また、市民公開講座の開催により、在宅療養や看取りへの関心を高めることができ
ました。

次年度の方針
■ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

活動指標 「チーム・たま」と連携した市民公開講演会の開催 実績値 約400 約770 約250

件

活動指標 「チーム・たま」と連携した市民公開講演会の開催 実績値

上記の補足事項

今年度作成した「地域資料」を活用しながら、画一的ではなく、各地区ごとの地域特性に応じた手法に
よる地域づくりの取組を進めていきます。

■ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

上記の補足事項
今後も、多摩区役所１階アトリウムでの活動を継続的に行い、区民の障がい福祉に関する理解や関心を
深めていく。

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 ■ 現状維持

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

参加団体から、「パサージュ・たま」について次のような前向きな感想があった。
　①区民の来場者数が増加傾向にあるように感じた（作品は販売品の売上が増加傾向にあることか
ら）。これからも「パサージュ・たま」は続けたい。
　②「パサージュ・たま」で自分の団体を知ってもらい、後日、作業所を訪問してくれた区民の方がい
た。

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

団体

　 実績値 枚

成果指標 新規団体の追加 実績値 1

11 回

回

活動指標 広報誌の作成及び区町内会・自治会への配布 実績値 6,000 6,000 枚

活動指標 運営委員会の開催 実績値 2 1 2

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 「パサージュ・たま」の開催 実績値 11 11

事業の概要

　障がい福祉に関する理解と関心を深めるために、障がいに関する活動をしている団体・作業所等が運
営を担当し、活動紹介、普及啓発活動、相談コーナー、作業実演、展示等を多摩区役所１階アトリウム
で年１１回開催しています。また、広報については市政だより、区ホームページやチラシ等により開催
日を周知し、広く区民に来場を呼び掛けています。

実施根拠
（法令/要綱等）

パサージュ・たま実施要項

201６年度の
取組内容・目標

●多摩区役所１階アトリウムでの開催（年１１回の開催）
●「パサージュ・たま」運営委員会の開催（２８年度は２回開催）
●広報誌を約6,000部作成し、区町内会・自治会に配布

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 パサージュ・たま

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 中石 連絡先 66806
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区こどもの外遊び交流事業

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 伊藤 連絡先 66806

事業の概要

　生活環境やライフスタイルの変化に伴い、子どもが外で体を動かして自然や人と触れ合いながら遊べ
る機会が少なくなってきています。子どもの心身の健やかな成長のために、運動場や公園など身近な自
然環境を活用した「こどもの外遊び」を推進します。
　区民が各地域で主体的に外遊びを行うことの支援や地域理解の促進、人材育成、活動交流等を実施し
ます。

実施根拠
（法令/要綱等）

多摩区こどもの外遊び交流事業実施要領

201６年度の
取組内容・目標

●地域理解促進のためのリーフレットの作成、配布。（催し等を活用した広報）
●人材の育成のための講座・交流会等の実施
●地域外遊び活動の支援（物品貸出・広報支援・スタッフ派遣）や催しの実施等

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 地域理解促進のためのリーフレットの作成・配布 実績値 5,000 3,000 6,000 枚

回

活動指標 人材育成講座・交流会等 実績値 1 1 1 回

活動指標 催し等を活用した広報 実績値 2 2 2

枚

　 実績値 枚

　 実績値

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

●人材育成講座では、アンケート等で受講生より高評価を得た。また、受講生に対し地域での主体的な
活動への紹介等を行い、人材活用の機会の提供を行った。
●フィールドワークでは地域のシニア世代も参加することで、多世代交流の場づくりの一翼を担うこと
ができた。

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

上記の補足事項
子育て中の保護者等の育成だけでなく、広く外遊び交流活動を担う人材の育成が必要であるため、講座
の内容や運営手法の見直しを行います。

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 ■ 現状維持
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

回19 22 34活動指標 地区ウオーク 実績値

上記の補足事項
地域包括ケアシステムの推進を念頭に、地縁組織、他機関とも協力しながら活動場所の拡大、人材発
掘・育成を行います。

□ 事業手法・執行体制 ■ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

【活動支援】地区担当による各会場支援、運営委員会等への出席、ボランティア養成講座、ボランティ
ア学習会、公園体操１０周年記念交流会イベント等　【活動ＰＲ】①多摩区健康フェスタ：いきいき体
操体験実施　②多摩区スポーツフェスタ：公園体操・いきいき体操体験会実施、地区ウオークパネル展
示　③川崎市介護予防いきいき大作戦：いきいき体操・地区ウオークパネル展示　④多摩区地域包括ケ
アシステムシンポジウム：公園体操活動紹介
　今年度から各団体とも自主運営になりましたが、会場ごとに地域に根付いた活動が行えた他、団体と
してのＰＲ等にも取り組めました。新体制となり地縁組織や他機関とのネットワークが強化されたメ
リットを生かして、今後も地域ニーズに応じた持続可能な活動を行えるように支援を行います。

次年度の方針
■ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

回活動指標 ボランティア養成講座・学習会 実績値 1 1 1

34 団体

団体

活動指標
多摩区健康ウオーク体験教室
（2016～全体ウオーク）

実績値 10 10 1 回

活動指標 多摩区いきいき体操 実績値 19 21 24

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標 多摩区みんなの公園体操 実績値 30 32

事業の概要

　一般介護予防事業のうち地域介護予防活動支援事業として住民が主体となって行う介護予防活動の支
援や、介護予防活動をサポートするボランティアの育成等を行います。
　また、『川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン』の基本理念である「誰もが住み慣れた地域や自
らが望む場で安心して暮らし続けることができる地域の実現」を目指し、多摩区みんなの公園体操、多
摩区いきいき体操、地区ウオーク等による健康づくり・介護予防活動を通して、自助・互助の促進に取
り組みます。
　具体的な活動：各活動は地域包括ケアシステムの推進において貴重な地域資源でもあることから、運
営に係る相談を随時受け付けるとともに、新規活動の立ち上げ支援を行うほか、活動が継続・発展して
いくよう、区民への広報活動や町会・自治会等へのＰＲをしていきます。
　また、地区担当保健師が各活動場所に出向き、ボランティアや参加者の健康相談・各種情報提供をは
じめ、近隣で気になる（見守りや支援を要する）方の相談を受けるなど、参加者との関わりを通して担
当地区住民の健康支援、地域づくりを行います。
　さらに、活動の継続・発展に向け、ボランティアの方々がモチベーションを維持し、安心して活動し
ていけるよう、学習会や交流の機会を設けます。

実施根拠
（法令/要綱等）

介護保険法、健康増進法、かわさき健康づくり２１等

201６年度の
取組内容・目標

●公園体操・いきいき体操の新規立ち上げ支援
●自主運営への切り替えに伴う公園体操・いきいき体操・地区ウオークの運営支援（各会場の運営相
談、市政だより等広報、各種イベント、地縁組織でのＰＲ、必要物品の貸与等）
●各会場での地域情報の共有、健康情報の提供、運営相談・健康相談の実施
●ボランティア養成教室・学習会の開催

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域介護予防活動支援事業

事業所管課 地域支援担当 担当者名 池上 連絡先 66811
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

事業の概要

　地域福祉の概念は、「住み慣れた地域社会の中で、家族、近隣の人々、知人、友人、地域などとの
社会関係を保ち、自らの能力を最大限発揮し、誰もが自分らしく、誇りを持って、家族及び地域の一員
として、日常生活を送ることができるような状態をつくっていくこと」であり、自分たちで取り組む
【自助】、相互に助け合う【共助（互助）】、公的なサービスの提供【公助】が必要である。普段地域
福祉に係わりがない区民に対し、さまざまなツールを用いて、地域福祉（共生社会）の意識を図りま
す。

実施根拠
（法令/要綱等）

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン
第４期市（区）地域福祉計画

201６年度の
取組内容・目標

●地域包括ケアシステムの推進に係る、勉強会・シンポジウムの開催
●認知症サポータ養成講座の実施《区内小学校（14校）、中学校（2校）》
●地域包括ケアシステムの紹介ＤＶＤを活用した広報の実施
●地域包括ケアシステム広報用リーフレットの作成

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域福祉啓発事業

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 澤野 連絡先 66804

単位

実績値 1 回

地域包括ケアシステム勉強会の開催活動指標

人実績値 約100

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度

活動指標

活動指標 2(小学校)
7(小学校)
1(中学校)

14(小学校)
2(中学校)

校

活動指標 実績値 約250 約900

実績値 1 回

約800 人

実績値 約180

地域包括ケアシステムシンポジウム「多世代でつ
むぐ支え合いのまち多摩区」の開催

実績値

枚

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

●シンポジウムでは、予定を上回る参加があり、アンケートでも「大変よかっか」「よかった」が回答
者の96.4%となり、「分かりやすく興味が深まった」「自分も参加できそうだ」等の声が寄せられ、広
く意識啓発の機会となった。また、モデル事業のうち、アンケート等の取組を自分の自治会で行いたい
等の具体的な希望もあった。
●認知症サポータ講座実施後のアンケートで「大変だと思った」「いろいろ知ることができて良かっ
た」「困っている人がいたら優しく声をかけたい」「家族がなった時に自分ができることをしたい」と
いった回答が多くみられ、小・中学生への共生意識の醸成につながった。
●ＤＶＤを多くの団体関係者に視聴していただき、超高齢化社会に向け地域づくりの大切さを具体事例
を参考に理解してもらうことができた。

次年度の方針
■ 事業内容の見直し ■ 事業規模拡 □ 事業規模縮

活動指標 地域包括ケアシステム広報用リーフレットの作成 実績値 5,000 5,000

数値で把握する
ことが可能な事
業

約1800 人

認知症サポータ養成講座の実施

人

活動指標 ＤＶＤを活用した広報の実施 実績値

上記の補足事項
認知症サポータ養成講座については、次年度小学校14校・中学校４校に拡充して実施します。

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持
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<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域課題解決につなげる地域人材育成事業

事業所管課 生涯学習支援課 担当者名 岡本 連絡先 66906

事業の概要

　市民活動団体等において新しい人材の確保が困難になっていることや、また、行政との協働事業等の
担い手が固定化している現状を踏まえ、「多摩区地域人材育成基本方針（平成25年度策定）」に基づき
新たな地域人材の発掘と育成を推進します。
　地域人材・団体の登録募集や、地域人材や区役所職員に対する研修事業を継続していくとともに、市
民ボランティアによる市民活動・生涯学習相談を平成29年度から実施するために、そのボランティア養
成講座を実施します。

実施根拠
（法令/要綱等）

多摩区地域人材育成基本方針

201６年度の
取組内容・目標

●地域人材・市民活動団体の登録を実施
●市民活動に参加したい方への基本的知識の習得や活動の活性化に資する場として、市民活動入門研
修・スキルアップ研修を実施
●職員と市民が協働のあり方を共に学ぶ場として、市民協働研修を実施
●市民活動を始めたい方への情報提供に資するため、生涯学習活動・市民活動相談ボランティア養成講
座を実施

201６年度の
目標の達成状況

区分
３（ほぼ目標どおり）

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2014年度 2015年度 2016年度 単位

活動指標
「市民活動人材情報ねっと」における地域人材登録者
数（個人・団体）

実績値 19 15 3 件

人

活動指標 市民協働研修の参加者数 実績値 15 7 24 人

活動指標 市民活動研修の参加者数 実績値 12 24 15

人

活動指標 人材情報ねっと通信の作成／配布 実績値 3,000 22,000 20,000 枚

活動指標
生涯学習活動・市民活動相談ボランティア養成講座の
参加者数

実績値 － 9 13

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

●研修参加者からは、概ね良い評価をいただいたが、参加人数が少ないことが課題である。各課・機関
でも同様の研修を行っていることから、連携・調整を図り、効果的・効率的な人材育成を図っていくこ
とが必要である。
●地域人材の登録制度については、情報更新等に課題があるため、各課・機関の保有する情報を共有す
るなど、新たな仕組みを検討していく必要がある。

次年度の方針
■ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

上記の補足事項
多摩区地域人材育成基本方針の策定から３年を経過することから、平成２９年度は、基本方針の見直し
と、市民活動活性化のための試行事業を実施します。

■ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持
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